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SITE 　AND 　GENDER 　DIFFERENCES 　IN　THE 　AGE −RELATED 　CHANGES 　OF
　　　　　　　　　　　　　　 MUSCLE 　THICKNESS 　IN　LOWER 　LIMBS
− A 　COMPARISON 　BETWEEN 　THE 　TWO 　GENERATIONS 　OF 　20’s　AND 　70’g．一
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Abstract

　　 Thi＄ study 　aimed 　to　investigate　the　influence 　of　aging 　on 　muscle 　thickness 　in ［ower 　iimbs，　w ［th

specific 　emphasis 　on 　the　site
−

and 　gender
−
rela しed 　dtfferen¢ es ．　Subjects　were 　a　tota［of　191．　healthy

young 　and 　elderlypersons 　of 　both　genders ： 5ユyoung　men （242 ± 3．6yrs）、45　young 　women （23．1

± 3．2yrs ）、5⊥elderlymales ，　and 　44　elderly 　females．　Lower 　leg　anterior ，　and 　lower 　legposterior

musclethickness 　was 　determined 　using 　a　brightness　 mode 　ultrasonographic 　apparatus ．　AtaLl

s比es　except 　for　the　thigh 　posterior，　the　 muscle 　thickness 　values 　were 　signifieantly 　greater　in　the

young 　than 　in　the　elderly 　groups 　of　both　genders ，　even 　irl　termsof 　the　ratio 　of 　muscle 　thickness 　to

body　massl
／3
（Mt ／Wtl

〆3
　ratio ）、calc 山 ted　to　normalize 　the　morphological 　differences，　The　relative

difference　in　muscle 　thickness 　between　the　two 　age 　groups　was 　the　greatest　at しh ∈ th｛gh　anterior　and

the　least　at　the　Lhigh 　posterior　in　both　genders ．　Be仁ween 　yQung 　men 　and 　 women ，　the　men 　sh 〔〕wed

significantly 　greater　muscle 　thickness 　and 　Mt／W し
1／3

　ratio 　at　every 　site しhan　the　women ．　Between　the

elderlygroups ，　however ，　Mt ／Wtl
〆3

　ratios 　at　all　sites 、　except 　for　the　thigh　anterior ，　did　not 　show

，ig，ifi、a 。t　g ，nder
−
rel 、t、d・diff，・ences ．　R ，1，ti・・ diff… n ・e・ i・ b ・th　m ・1・c［・ thi・k ・ e ・・ a ・d　Mt ／Wtl 〆3

rati （） beLween 　the　young 　men 　andwomen 　were 　similar 　among 　the　sites ，butbetween 　the 　elderly

groups 　tbe　corresponding 　values 　at　the　thigh 　 anterior 　were 　grea 仁ertha 冂 at ヒhe　other 　sites ．　These
results 　indicate　thaL　l）the　inf】uellce 　of　aging 〔〕n　muscte 　thickness 　differs　b∈tween 　the　muscle 　groups

located　in　the　anterior 　and 　posterior　sited 　w ．ithin　the　same 　segment ，2）for　women ，the　age −related

loss　of 　muscle 　thickness 　at　the　thigh 　anterior 　is　 rela 仁ively　greater 　as　compared 　to　those 　at　the　other

sites 　of　the　bwer 　nmb ，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（Jpn．　J．　Phys．　Fitness　Sports　Med ，2003，52　Suppl ：133− 140）

key 　word ： ultrasonography ，　aging 　effect、　site− and 　gender
−
related 　differences

緒 言

　下肢の 筋群は，身体の 移動をは じめ，身体活動

を発現する うえで 重要なはた ら きをなす．一
方，

下肢筋群 は上肢筋群 に比較 して ，量的 に加齢の 影

響 を受けや す い
1）．そ の 実態に つ い て は，これ ま

で に も magnetic 　resonance 　imaging （MRI ）
1− 3）

，

computerized 　tomography （CT ）
4− Y）

，あ る い は
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134 宮谷，東，金久，久野 ，福永

dual−energy 　X −ray 　absorptiQmetry （DEXA ）法
10『

13）
に よ る 測定結果 に基づ き，数多 く研 究 され て

きた ．しか し，それ らは下肢全体の 筋量
1」 o司 3）

，

ある い は下肢 に位 置す る 特定 の 筋群 の 断面積
2 ’4

〜9）を分析項 目 と して い るにす ぎず，下肢の 前 ・

後部に位置する 筋群問で ，加齢変化に どの よ うな

違 い が存在する の か を明 らか にする まで には至 っ

て い な い ．四肢の 前 ・後部に位置する筋群は
，

そ

れ ぞれ関節の 伸展ある い は屈曲 とい っ た作用を持

つ ．そ れ ゆ え
， 加齢に伴う身体機 能の 変化 を筋 の

量的な加齢変化 との 関連で検討 しよ うとする の で

あれば、筋量 につ い て は部位別ある い は筋群別 に

分析する こ とが必要で あ る と考 え られ る ．

　
一一

方，部位別 ・筋群別 の 量的デ
ー

タを比較的簡

便 に取得で きる方法に超音波法が ある．超音波法

は
，

MRI 法 あ る い は CT 法 と同様 に
， 測 定部位

の構成する組織 の 状態を画像化で き，組織の 断面

積ある い は厚み の 定量が可能で ある．また，超音

波法に よ る組織厚 の 測定は，装置の 利便性か ら，

実験室外で 大多数の被験者 を対象 に した調査にお

い て も実施す る こ とが で きる．事実，安部 と福

永
14）

は
，
20歳代 か ら80歳代 の 男女 7300名 を対象

に した フ ィ
ール ドワ

ー
ク的な調査 を実施し，超音

波法 に よ る筋組織の 厚み （以下 ， 筋厚 と略す）の 測

定デ ータ を提示 して い る．しか し，安部 と福永
⊥4）

の 報告 に お い て は，上腕 体幹 ，
お よび大腿 にお

け る年齢別の筋厚値は提示されて い る もの の ，同
一

肢内に お ける部位差ある い は筋群差 に 関する詳

細 な論及は ない ．一
方，Ishida　et　al．

15）
は，超音

波法に よ る 測定結果 に基づ き，筋厚 の 加齢変化に

おけ る部位差 を論 じて い る．しか し，そ の 報告に

お い て 測定の 対象 とな っ た被験者は女性 の み で あ

り， しか も， 被験者 の 平均年齢は 54歳 と比較的低

い ．

　そ こ で 本研究で は，超音波法を用 い て ，20歳代

お よ び70歳代の 男女 を対象 に下肢前 ・後部の筋厚

を測定 し，それ ら の 年齢差 につ い て 部位 間お よび

男女間の 違 い との 関連で 明らか にするこ とを 目的

と した．

A ．被験者

方 法

　総数 191名の 男女が自主的に測定 に参加 した、

被験者 の 構成 は ，20歳代男性51名（以 下
， 若齢男

性 と略す），20歳代 女性45名（若齢女性），70歳代

男性51名（高齢男性）お よ び70歳代女性44名 （高齢

女性）で あ っ た．若齢群お よ び高齢群 の 各被験者

は，そ れぞれ都市部お よび農村部に居住 し，い ず

れ も競技的 ス ポー
ッ や定期的な身体 トレーニ ン グ

を実施 して い ない ，あるい はそ の 経験が な い 人 た

ち で あ っ た．各被験者群に お ける 年齢の 平均値 （±

標準偏差値）は ， 若齢男性24．2（± 3．6）歳，若齢女

性 23．1（± 3．2）歳 ， 高齢男性 72．8（± 1．9）歳お よ び

高齢女性 73，1（± 2．4）歳で あ っ た．各被験 者群 の

形態的特徴 に つ い て は表 1 に示 した，測定に先立

ち，各被験者に は
， 研究 の 目的，測定 の 内容お よ

び安全性につ い て説明 し，測定参加の 同意書 を得

た，

　 B ．筋厚の 測定

　B 一モ
ー

ド超 音波装置 （SSD −500型，　 ALOKA ）を

用 い て ，大腿前，大腿後，下腿前 ， 下腿後の 筋厚

を測定した．超音波画像 の 取得お よび筋厚の 分析

方法は
，
Abe　et　aL16

）
の 報告 に おい て 採用 され て

い る もの と同…と した．すなわち，測定時 の 被験

者の 姿勢は安静立位で あ り，撮像 は右脚 に つ い て

の み 実施 した ．測定時中，被験者に は ，測定の 対

象とな る筋をなるべ く緊張させ な い ように指示 し

た ．また，プ ロ
ー

ブに は測定の 際 に超音波用ゼ リ
ー

を塗布 し，それ を被検者の 皮膚 を圧迫 しな い よ う

に接触 させ た．なお
，
プ ロ ーブ を皮膚 に当て る際，

測定の 対象となる筋が圧迫 による変形が生 じて い

な い こ とを常 に超音波画像上 で 確認 した．プロ
ー

ブ を当て る角度は，脂肪組織と筋組織の境界線お

よび筋組織 と骨組織の 境界線が最 も鮮明 に見える

角度と した ．筋厚測 定の ため の 撮像位置 は以下 に

示す通 りで あ っ た ．

　大 腿前 ： 大転子点か ら大腿 長 （大転子点 か ら大

　　　　　腿骨外側顆 まで ）の 遠位 50％
， 大 腿直

　　　　　筋上
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　 大腿後 ：大転子点か ら大腿 長 の 遠位 50％，半膜

　　　　　様筋 ヒ

　 下腿前 ：膝窩か ら下 腿長 （膝窩か ら腓骨外 顆 ま

　　　　　で ）の 遠位30°1，，前脛骨筋上

　 下腿後 ：膝窩か ら下腿長の 遠位30％，腓腹筋外

　　　　　側頭上

　得られた超音波画像 に 基 づ き
， 皮下 脂肪組織 と

筋組織 との 境界 を示す反射波か ら筋組織 と骨組織

（大腿，大腿骨 ； ド腿 ， 脛骨）との 境界 を示す反射

波まで の 距離 を 0．5mm 単位で 刮測 した．なお，

各測定部位 にお い て ，筋厚の 計測 ラ イ ン に含 まれ

る筋群は以下 の 通 りで あっ た ．

　大腿 前 ：大腿 直筋 ， 中間広筋

　大腿後 ：半膜様筋 ， 大内転筋，長内転筋

　 下腿 前 ：前脛骨筋

　下腿 後 ：腓腹筋外側頭 ，
ヒ ラ メ 筋， 後脛骨筋

　本研究で採用 した筋厚の 測定位置 は，Abe 　et

al．
16）

に おい て述べ られ て い る もの と同
一とした．

しか し，得られ る筋厚は，各部位
・
ヶ 所で の もの

にす ぎず，それ が測定対象 となる筋群全体の 筋量

を反映 し得るか どうか，と い うこ とが問題 とな る．

そ の 点を確認する ため に
， 若齢者男女 21名 （26．6

± 4．1歳）に つ い て ，測定対象とな っ た部位の 筋厚

と筋体積 との 相関関係 を確認 した （宮谷他 ， 未発

表資料）．その 結果 ， 各測定部位 の 筋厚 と該当す

る筋群 の 体積 との 間には，大腿 前部の 場合 に大腿

四頭筋 と r＝0．714（p ＜ O．05）， 大腿 後部が ハ ム ス

トリ ン グ ス お よ び内転筋群 の 合計値 と r
＝0．873

（p ＜ O．05），下腿前 部が足 背屈筋群 （前脛骨筋，

長 指伸 筋 お よ び 長 母 指伸筋）と r ＝0．850 （p 〈

0．05），下 腿後部が足底屈筋群 （下腿三頭筋 ， 後脛

骨筋 ， 長指屈筋，長母 指屈 筋お よび長 腓骨筋）と

r ＝ 　O．907（p 〈 0．05）の そ れぞ れ有意 な相 関関係が

認め られ た．一
方，ベ ソ ドレ ス トなどの 不活動 に

伴 う筋の 萎縮は
， 筋横断面積が最大ある い はそれ

に 近 い 部位 に お い て 顕 著で あ る
17＞．そ れ ゆ え

，

筋厚に基 づ き筋量 の 加齢変化 を論 じる場合に，本

研究で採用 した測定位置お よび筋横断面積が最大

となる位置 との 関係 に，若齢者 と高齢者で 差違が

存在 しな い か ど うか を確認する 必要がある．そ こ

で ，大腿 前部お よび後部 に位置す る 筋群に つ い て ，

高齢者 （67．3± 1．6歳）お よび若齢者（25．0± 2．4歳）

各 6 名を対象に した測定デ ータ に基づ き，まず，

筋群全体の 筋横断面積が最大 とな る位置 と筋厚測

定位置 との 関係 を確認 した （宮谷他 ， 未発表資料），

その 結果，大腿前部お よ び後部 ともに筋横断面積

は大腿 長40％位置に お い て 最大 とな り， 本研究で

採用 し た 位置 （大腿長50％）と は異 な っ た． しか し

なが ら，大 腿 長40％位 置お よび 50％位置 に お ける

筋横断面積間 に は 大腿 前部 （若齢者 r ＝0．981，高

齢者 r ＝0．895，と もに p〈 0．05）お よ び後 部 （若

齢者 r＝0，820，高齢者 r＝0．895，ともに p＜ 0．05）

の 両部位に お い て 有意な相関関係が 認め られ た．

また
， 筋横断面積 の 合計 ， すな わ ち筋体積 を基準

に規格化 した大腿 長 10％毎の筋横断面積 に も，若

齢者 と高齢者 との 間に有意な差は認め られ なか っ

た ． こ れ ら
一

連 の 結果か ら，本研究で 得 られ る筋

厚 は，測定対象部位 に おける筋群全体の 筋量を反

映 し，そ の測定位置 は筋量に お ける若齢者 と高齢

者の 差違を検討する うえで 妥当な もの で ある と判

断 した．

　 C ．デー
タの処理

　測定値 は平均値 ± 標準偏差値 （SD）に よ り表 し

た．また ， 筋厚は，形態上 の 差違に よ る影響 を規

格化す る た め に
， 絶対値の 他 に （体重）

レ 3
に対す

る 比で 表 した ．すなわ ち，表 1 に示 した よ うに，

形態 の 各測定値 に は年齢差お よ び性差 が存在 し

た、全被験者の デ ータ を対象に した相関分析の 結

果 ，各部位の 筋厚は身長お よび体重 と有意な相関

関係 を示 し， そ れ らの 相 関係数は前者 （r＝e．448
〜O．639）よ り後者 （r ＝ 0．635− O．762＞と の 関係に

お い て 高 い もの で あ っ た ．そ こ で，本研究で は，

まず体重の デ ィ メ ン シ ョ ン を筋厚の それ に 合わ せ

る た め に （体重）
1／3

を求め
， 身体 の 大 き さに関係

なく筋厚 を被験者群間 で 比較す る指標 として ，（体

重）
1／3

に 対す る筋厚 の 比 （以 下，Mt ／Wt レ 3
比 と略

す）を算出 した．さ ら に，各被験 者群 の 平均値 に

基づ き，若齢群に対する高齢群お よ び男性群 に対

す る 女性群 の 各比 率 を求め ，それ ぞれ E／Y お よ

び W ／M 比率 と して 表 した．各測定部位 の 筋厚 お

よび Mt／Wt1 ／3
比 に お ける被験者群問 の 差 の 有意
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T2ble

 V, t}L, M,

1. Physicai

itza., A.n, iN'zic

characteristics  of  subjeets

Elderly Yeung
Variables Men Women Men Women

Height, cm

Weight, kg

BMI, kgfm2

Length, cm

  thigh

 lower leg

 Girth, cm

  thigh

 lower leg

1 60.1 (5.57)#

S8,1 (6.61 )#

 2Z.6 (2.09)

36.4  (1 .86}#

35.4 (1 .83)#

44,6 (2,59)#
       '

33.2 (1 ,74)#

147,1 (6.28)#b

50.1 (7.05)# b

 23.1 (2.74)#

b3.s (1 .s7)# b

32,9(1,S4)#b

43,1 (3.63)# b

32.0 (2,1 2)# b

1 7Z,4 (6.63)

68,3 (7,43)

23.0 (2,28)

      '39,9

 (2.25)

39.2 (2.Z8)

51.3 (3,06)

37.4 (2.31)

'1
 59.4 (5.25) b

 S2.9 (S.1 3) b

 20.9 (1 .96) b

 37.0 (1 .58)b

 36.1 (1 .47) b

 48.5 (3.35) b

 34.8 (Z.10) b

Values are  means  (± SDs).

#denotes that  the  mean  value  is significantly  different from the young  in the cemparison
within  the same  gender,

bdenotes that the  mean  value  is significantly  different from the men  in the comparison  within

the  same  genderation.

          Tzble 2. Descriptive data on  muscle  thickness and  MtlWti!3  ratie

Elderly Young

Sites Men Women Men Women

Muscle thickness, mm

      thigh anterior

     thigh posterior

    lower leg anterior

    {ower leg posterior
Mtlwtti3ratio, mmfg  xl  o-3

      thighanterior

     thigh posterior

    iQwer leg anterior

    lower leg pesterior

40,1 (4,42)#

61.5 (5.38)#

27.4 (Z.68)#

62,8 (4.32)#

1O.4 (1 .09)#

 1 5,9 (O.98)

7.1 (O.67)#

1 6.Z (O.90)#

33,8 (5.09)# b

57,4 (S.78) b

25.6 (2,58)# b

58,4 (4.13)# b

9.2(1,22)#b

 15.6(1,21)#

 7.0 (O,67)#

 15.9 (O,99)#

54.1 (6,47)

64.8 (6.1O)

32,1 (2.59)

72.0 (6,1 O)

1 3.3 (1 .48)

1 5,9 (1 .33)

7,9 (O,61)

17,6(1,29)

47.2 (6,07)b

55.8 (5.1O) b

27,9 (2.47)b

62.1 (4,71)b

12.6(1,45)b

14.9(1.17)b

7.4 (O.60) b

16,6(1.03)b

Values  are  means  <± SDs),

#denotes that the  mean  vatue  is significantly  different from

witbin  the same  Render.

bdenotes that the mean  value  is significantly  different frorn the

the same  generation,

the  young

men  in the

in the comparison

cemparison  within
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Figure　 L　　Comparisons 　between　 sites 　on 　the　percen−
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　 eld ∈ rlyand 　 women ヒo　thuse 　for　the　young （upPer

　 paneD　and 　men （lower　panel ），respectively ，

‘％ ）

110
　 　 （Women ／Men）＊ 100

100

go

80

70

60

口 Young

■ Elderly

thigh　　　　　　thigh　　　　　　lower　Ieg　　　　Iower　teg
anterier　　　　　 posterior 　　　　　anterior　　　　　posterior

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Site

Figure　2．　 Comparisons 　between　sites　on　the　p ∈rcen −

　 tages　of 　the　mean 　Mt ／Wtl
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　ratios 　for　the　elderly

　 a 冂 dwomen 　to　those 　for 亡he　yQung （upper 　paneD
　 and 　men （lower 　panel），respectlvely．

性 に つ い ては ， 年齢お よび性 を要因とす る 二 元配

置分散分析 を行 い ，多重比 較 （Scheffe）法 に よ り

検定 した．なお，二 元配置分散分析の 結果，有意

な交互作用が認め られ た場合に は，
一・

元配置分散

分析 を行 っ た後，多重比 較法に よ り有意差の 存在

す る被験者群 問を特定 した．い ずれの 統計結果 に

お い て も， 5 ％水準で 有意 と し た ．

結 果

　表 2 に筋厚 お よび Mt／Wtl ／3
比の 被験者群別 の

平均値 と SD を測定部位別 に示 した．筋厚は，女

性の 大腿 後を除 くす べ て の 部位 に お い て ，男女 と

も若齢群が高齢群 よ り有意 に高 い 値 を示 した．ま

た，す べ て の 測定部位に お い て
， 若齢群お よ び高

N 工工
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齢群 とも男性が女性 よ り有意に高 い 値 を示 した．

Mt ／Wtl ／3
比 は，男性 の 大腿後 を除 くすべ て の 部

位で 有意な年齢差が 認め られ た．そ の なか で，女

性 の 大腿 後は
， 高齢群が若齢群 よ り有意に高値で

あ っ た ．若齢群 の 場合，Mt ／Wtl ／3
比はす べ て の

部位 で 男性が 女性 よ り有意 に高 い 値 を示 した．し

か し
， 高齢群 に お い て t 有意な性差が 認め られ た

の は ，大腿前の み で あ っ た．

　図 1 お よ び図 2 は ，そ れぞ れ 筋厚お よ び Mt／

Wt1 ／3
比にお ける E／Y および W ／M 比率を測定部

位別 に 示 した もの で ある．E／Y 比率は，筋厚が

男性 74．1〜94．9％， 女性 71．6〜102．9％，Mt／Wtl ／3

比が男性 78，2〜100％，女性73，0〜104 ，7％であ り，

大腿前 をの ぞ くすべ て の部位に お い て 女性が男性

よ り高値を示 した．WfM 比率は ，筋厚が若齢群

86．1〜87．2％， 高齢群 87，3〜93．4％，Mt／Wtl
／3

比

が若齢群93．7〜94，7％，高齢群88，5〜98．6％で あ

り，大腿前部 を除 く他の 3 カ所に お い て は，高齢

群 が 若齢群 よ り高値を示 した． また ， 若齢群 の

W ／M 比率 に は 部位に よる 差が み られ な か っ た

が，高齢群の そ れ は大腿前が他の 部位 よ り低値で

あ っ た．

考 察

　MRI 法を用 い た研究結果 に よ る と
， 筋量 に お

ける 加齢の 影響は，上肢よ り下肢にお い て 顕著に

あ らわれ る
1）
．しか し，下肢の み を対象に した本

研究の 結果 に お い て ，年齢差は，大腿 と下 腿で 異

な り，また ， 下腿で は前 ・後部間で ほぼ同 じで あ

る が ，大腿で は後部 よ り前部で大 きくあ らわれ た．

す なわ ち ， 大腿前 の筋厚 は
， 男女 と もに測定部位

の なか で最 も大きな年齢差 を示 した に もかか わ ら

ず ， 後部の それは男性の 場合に他の 部位 よ り年齢

差 が 小 さ く ， 女性 で は 高齢群 と若齢群 との 間 に 有

意差 は存在 しなか っ た．また
， 大腿後の Mt ／Wtl／3

比 は，男性 に 年齢差が な く，女性で は高齢群が若

齢群 よ り有意に 高値で あ っ た．こ の よ うな結果 は ，

四肢筋量 に対する加齢の 影響 と して
， 下肢 とい っ

た 区分 に よ り
一律 に特徴付 けで き る も の で は な

く，同
・
肢 内であ っ て も，体節お よ びその 前部お

よび後部 に それぞ れ位置す る筋群 に よ っ て異なる

こ とを示す もの とい える．

　本研究の 高齢群 とほぼ同様な年齢層 を対象に，

MRI 法ある い は CT 法な ど超音波法以外 の 分析

方法 を用 い て ，同
一一

肢内に お ける伸筋群 と屈筋群

の 量的な年齢差 を検討 した例 は少な い
5・7＞．しか

も，測定対象とな っ て い る筋群は，膝関節の 伸筋

群 と屈筋群に限 られ る こ とが多い ．そ の なか で
，

平均年齢25歳 と71歳 の 男性 を対象に した横断的な

研究結果
7）

に よ る と，膝伸筋群の 断面積 は高齢群

が若齢群 よ り小 さ い もの の ，膝屈筋群 の それ に両

年齢群間で 有意な差 は存在 しな い ．それ に対 し，

12年間の縦断的観察を行 っ た Frontera　et　al．5）の

報告に よ る と
， 加齢 に伴 う膝関節 の伸筋群 と屈筋

群の 断面積 の 低下 率は ，それぞれ平均16％ お よび

15％で あ り，両筋群間で ほ とん ど差 が な い ．しか

し，Frontera 　 et 　al ．
5）

の 研究 は
， 縦断的 とい う研

究方法の 違 い が あ るうえに，観察開始の 年齢が平

均65．4歳 と高く，そ の 結果 と本研究の それ とを直

接比較する こ とは で きな い ．一
方，本研究 と 同様

に超音波法 によ っ て 筋厚 を測定 した先行研究の 結

果で は，男性
14）

お よび女性
ls）ともに ， 加齢 に よ

る筋厚の 低下 は大腿後 よ り大腿 前に お い て 顕 著で

あ っ た．こ の よ うな結果 と本研究の それ とを考え

合わせ る と
， 大腿後に位置する筋群 は下肢の 他 の

筋群 に 比較 して ，量 的 に 加齢に よ る影響 を受け難

い とい え る．

　筋量 の加齢変化 における部位差の 要因 に つ い て

は
，

こ れ まで 主 に 上肢筋 と下肢筋 の 比較 に基づ き

議論され， ド肢筋の 顕著 な低下の 原因 として ，高

齢者 に お ける 身体活動量の 減少 が指摘 されて き

た
1＞
．本研究の 結果は

， 同 じ下肢筋群で あ りなが

ら，筋厚の 年齢差 に は 部位差が あ り，しか も大腿

部で はその 前後 に位置す る筋群に よ っ て 加齢の 影

響が異な る こ とを示す もの であ っ た．そ の 生理学

的背景に つ い て 本研究の 測定内容か ら言及す る こ

とは困難で ある．しか し ，

一
般に 長期に わたる ス

ポ ー
ツ 活動の 実施に伴 う筋 の 発達の 程度 に は，運

動 内容を反 映 した部位差 が存在する
18）．また

，

ベ ッ ド レ ス トの よ うな不活動状態 の 場合 に，抗重

力筋で あ る膝 伸展筋群の 筋量低 下が 著 しい
19）

．

こ れ ら
一

連 の 報告 を考慮 に 入 れ る と，本研究 で 観

N 工工
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察 された筋厚の 加齢変化 に お ける部位差は ，加齢

に伴 い 日常生 活中の 身体活動 の 内容が変化 し
， そ

れ に付随 して 生 じる個 々 の 筋群 の 活動量お よび活

動水準にお ける年齢差 を反映 した もの であ る と予

想 され る ．

　 また，筋量 の 加齢変化に部位差 を説明する要因

と して ，筋線維組成にお ける筋群差 を指摘する報

告
20）

もある．す な わ ち，加齢 は下肢筋 にお け る

速筋線維の 選択的 な萎縮 を引 き起 こ す
2ユ〉．それ

ゆ え， 速筋線維の 占め る比率の 高 い 筋が存在する

部位 ほ ど，同
一

肢内で あ っ て も優位な加齢 に よ る

量的な低下が 引き起 こ され る と考え られ る ．屍体

を用 い た分析結果に よ る と
， 本研 究にお い て 大腿

前部筋厚 と して 含まれ た大腿 直筋は
， 大腿後部筋

厚 として含まれた大腿二 頭筋や 内転筋に比較 して

速筋線維の 占め る比 率が 高 い
22）．こ れ らの 報告

を考慮 に入れ る と，本研究に お ける 筋厚測定部位

の なか で ，大腿前が最 も大 きな年齢差 を示 し，大

腿 後部 で 年齢差が 認め られ なか っ た理 由の 1 つ

に，筋線維組成にお ける筋群差 も含 まれ る可能性

が 示唆 され る ．一方，筋厚における性差の 程度は ，

全体的に若齢群 よ りも高齢群にお い て 減少する傾

向にあ り，特 に Mt ／Wtl ／3
で み た場合 に

， 高齢群

で は 大腿 前 をの ぞ くす べ て の 部位 にお い て 有意

な性差 は認 め られ な か っ た ．こ の ような加齢 に伴

う性差の 縮小傾向は，DEXA 法
23＞

ある い は MRI

法
1）

を用 い て 下肢筋量を測定 した先行研究の 報告

と
一

致する ． しか し，筋厚 お よび Mt ／Wt ］／3
比 に

お ける性差 の程度に，若齢群で は部位 に よる 違 い

が み られな い が
， 高齢群で は他の 部位 に くらべ 大

腿前 に お い て大 きくあ らわ れ た ．大腿前筋厚 に お

ける年齢差 は，男女ともに測定部位の なか で 最 も

顕 著 で あ り， しか も こ の 部位 の み 筋厚お よ び

Mt ／Wtl
／3
比 に お け る E／Y 比 率は 男性が 女性 を上

回 っ た （図 1 お よ び図 2 ）．そ の 点 を考慮 に入 れ る

と，こ こ で の 結果は ，下肢筋厚の 加齢変化 にお け

る部位差に は性 に よる違 い も含 まれ，女性で は大

腿前筋厚に対する加齢の 影響が他の 部位 に おける

そ れ よ りも相対的に 強 い こ とを示唆する もの とい

え る．こ れに つ い て は，先 に挙げた加齢変化に お

け る部位差 と同様に ，さら に 検討 を要す る こ とで

あ るが，高齢群で は 大腿前の Mt ／Wtl ／3
比 に性差

が顕 著にあ らわれ る とい う結果 は ，身体全 体に対

する 筋発達の バ ラ ン ス L の 違 い とい う点だ けで は

な く，加齢 に伴う転倒の 危険度の 増加要因お よび

転倒 の パ ターンが男女 で 異 なる
z41

と い うこ と に

関連する もの か もしれ な い ．

要 約

　 本研究で は
，
20歳代お よ び 70歳代 の 男女を対象

に ，大腿お よ び下腿 の 前 ・後部の筋厚 を測定 し，

それ における年齢差に つ い て 部位お よび性 との 関

連で検討 し た ．そ の 主 な結果は以下の 通 りで あっ

た．

1）筋厚は
， 女性の 大腿 後を除 くす べ て の部位に

　お い て ，男 女 とも若齢群が 高齢群 よ り有意 に高

　 い 値を示 し，年齢差は大腿前 にお い て 最 も大 き

　 く， 大腿後にお い て 最 も小 さ くあ らわれ た．一

　方，下腿 に お ける 年齢差は
， 前 ・後間で ほぼ同

　 様 な もの で あ っ た．

2＞形態に お ける差違の 影響 をな くす ため に求め

　た （体重）
1／3

に 対する筋厚の 比 （Mt／Wtl ／3
比）は

，

　男女 とも大腿 後を除 くすべ て の 部位 にお い て，

　若齢群が高齢群 よ り有意に高値を示 した．一方，

　大腿後 の Mt／Wt1 ／3
比 は

， 男性 で は 年齢差 が な

　 く，女性で は高齢群が若齢群 よ り有意に高 い 値

　 を示 した ．

3）若齢群の 場合 に
， 筋厚 お よび Mt ／Wt1 ／3

比 と

　も男性が女性 よ り有意に 高値 で あ り，両性間 の

　相対 的な差 に 部位 に よ る違 い は み られ なか っ

　た．一
方，高齢群で は若齢群 よ り全体的に性差

　が 縮小 され る傾 向にあ り，Mt／Wtl ／3
比 には大

　腿前 を除 くすべ て の 部位に お い て
， 有意な男女

　差は存在しなか っ た．

　以上 の 結果か ら，　 1）同
一

肢内で あ っ て も筋厚

の加齢変化に は 部位差が存在 し ， 下肢筋 群 の なか

で ，大腿前 に位置する 筋群は 男女 とも加 齢に よ る

低下 が最 も大 きくあらわ れ，逆 に 大腿後 に位置す

る筋群は加齢 の 影響を受け難 い
，

2）女性で は ，

大腿前筋厚に対す る加齢の 影響が他 の 部位 にお け

る そ れ よ りも相対的に強 い ，と考察 した．
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